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【目的】 
 

本研究では、alanine aminotransferase（ALT）と慢性腎臓病（CKD）との 

関連について検討を行った。 

 

【方法】  
 

＜対象者＞  
 

  平成 25 年度に一般財団法人全日本労働福祉協会が実施した健康診 

断を受診した 40～64 歳の女性 
 

＜情報収集＞  
 

♦健康診断時の問診票⇒飲酒・喫煙 
 

♦健康診断時に測定された身長・体重⇒Body mass index（BMI）を算出 
 

♦健康診断時の血液検査⇒ALT・血清クレアチニン値を測定 
 

＜定義＞  
 

♦肥満：BMI≧25kg/m2 
 

  ♦ALT 上昇：40 U/L＜ALT 
 

♦CKD：推算糸球体濾過量＜60mL/min/1.73m2 または 尿蛋白陽性 
 

＜統計解析＞  
 

「ALT 上昇」と「肥満」の組み合せにより、以下の 4 群に分類 

・「40 U/L＜ALT＋肥満」 

・「40 U/L＜ALT＋非肥満」 

・「ALT≦40 U/L＋肥満」 

・「ALT≦40 U/L＋非肥満」 
 

ロジスティック回帰分析を用いて、CKD に対するオッズ比（OR）・95％ 

 信頼区間（95%CI）を算出 
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【結果】 
 

対象者のうち、同意が得られた人数：105,200 名 

⇒105,200 名のうち、「データに不備のある者」を除外 

⇒解析対象者：29,133 名 
 

40 U/L＜ALT の CKD に対する OR は、2.23（95％CI：1.92-2.58）であっ 

た。 

「ALT≦40 U/L＋非肥満」に比べて、「40 U/L＜ALT＋肥満」の CKD に

対する OR は 2.98（95％CI：2.48-3.57）、「40 U/L＜ALT＋非肥満」の OR

は 1.84（95％CI：1.43-2.37）、「ALT≦40 U/L＋肥満」の OR は 1.70（95％

CI：1.54-1.87）であった。 

年齢・飲酒・喫煙を調整後も同様の結果が得られた。 
 

 
 
 

表１. ALT 上昇（40 U/L＜ALT）・肥満と慢性腎臓病との関連 

 
  単変量解析 

 
多変量解析 a 

  OR（95%CI）  OR（95%CI） 

40 U/L＜ALT  2.23（1.92-2.58） 
 

2.09（1.80-2.43） 

ALT≦40 U/L  1.00 
 

1.00 

     
肥満  1.83（1.67-2.00）  1.87（1.71-2.05） 

非肥満  1.00 1.00 

OR：オッズ比、CI：信頼区間 

a 年齢、飲酒、喫煙で調整 

 
表２. 「ALT 上昇（40 U/L＜ALT）・肥満の組み合せ」と慢性腎臓病

との関連 
  

  

 
 

単変量解析 
 

多変量解析 a 

OR（95%CI） OR（95%CI） 

40 U/L＜ALT＋肥満  2.98（2.48-3.57）  3.01（2.51-3.63） 

40 U/L＜ALT＋非肥満  1.84（1.43-2.37）  1.56（1.21-2.02） 

ALT≦40 U/L＋肥満  1.70（1.54-1.87）  1.74（1.57-1.92） 

ALT≦40 U/L＋非肥満  1.00  1.00 

OR：オッズ比、CI：信頼区間 

a 年齢、飲酒、喫煙で調整 

 
【結論】 
 

女性において、ALT 上昇（40 U/L＜ALT）は、肥満の有無にかかわら

ず慢性腎臓病と有意な関連を認めることが明らかとなった。 

ALT の上昇に留意することは、女性における慢性腎臓病の予防に寄

与する可能性が示唆された。 
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